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巣判定に着用と考えられたので報告するや<対象⑳業法
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免荷 言祝,W S野尻CTを施行しチモの局在脳血管拡張鰹よ

り,主をこ,櫓前後の大脳皮質硯域の脳循環予備能に､つい

て検討した叩く結梁>①小児虚血型ではき術前をこ認めぢJ

れた皮質の虚血域は,術後改善Lたが,術後も前頭紫綬
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②成人出戯型では9術前皮質の脳鹿管拡張能碍低翻ミ認

められた酌 術後亨多くの症例で皮質動脈領域の脳血管

縮するモヤそヤ徹管は,皮質動脈域をこ対する脳内側副路

として機能しており芦虚血例ではその脳循環予備能がよ

り不十分であり,出動例では側副路の血管内 Sも㌘eSSが

増大していると考えられた,

嶺例U)検討
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モヤモヤ病をこ対する外科的治療として SWA--MCA吻

合衝き琵MSゥ濫mAS等いろいろな術式が提唱されてい

るォしか L太網移植術は謬摺腹が必要であり革技が森節な

どの理由から,いまだをこ一般紬 こは行わh/ていないを窪

たその適応も賢鰻の血行再建術が有効でなか-)た前大脳

動脈及び健太脳動脈僚域殿虐政症状に対 Lて行われてい

るのが現状である-我々はより多くの血液を脳へ導くた

めに芦極めて広範囲をこ豊富な側扇随 行絡翻腐生を期絡で

きる東都移植術を第 も選択として採月日〆ている¶脳虚血

症状を慈し漂二小児モヤモヤ病穏例に対 Lて東都鯵権衡を

行い,食倒をこ良好な経過が得られた卦これら趨例の術前

術後の脳血管撮影所鬼ギ3脳E凱流等を検討したセその結果

大網移植術はモヤモヤ病をこ対する浪鷹 再建術として非常

に優れていると思われるホ

---大網由来血管内皮細胞増殖昭子

をこ関 して--

今泉 俊雄 欄 和実 磁 賢覧賢霧撃3

日的 :最近予M｡yamOy汲病に対 して,太脈絡檎術を試

み良好な結果を得たという緒祭を散見するIまた,大網
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に開孝Aしているとの報告もある.奪回我 は々予上記 断絶-

離岱Tとは鼎なる血管新生園子を大網より抽班出来た酌

で報告する哩方法:ヒト正常大網組織を 丑｡済 と供をご腰

砕し,互｡癖誠成分魯蛋白成分などに分離した.音J廟鵡成

などを伺い分離Lや唾をの化学的物質による処理をした.

各 S級mP漫eをクロー-ソ化した培養隼大動脈内皮細胞に

授与し夕ぎ耶粥腹の増殖能を挽雷鉦ノた七結果:血管新生鏑

J∵､･∴L一二.ト:㌧十号十告情理瀬上j'.∴ 1.両t目し'.r㍉'~

はなく蛋白成分をこ存在した奇これはI鎗予選約 95苧り榔乍

開叩arim親和性が極めて低く9化学的をこ比較的安定な

ア､ソセイ法鞘堂い虻よる結梁と思藩っれた.閲増殖因子は

太嗣移植術後孤軍期かつ良好な血管新生をこ関与するもの
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(財)脳神経疾患
研究所柑属南雲凝北
脳神経外科病院脳神経外科
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例を経験したので報告する血

症例は8趨歳男性.昭和6通年望月境から左【b下肢の知覚

低下をこ∴気付いた野間隼7月ごろからJ右上F肢の脱力蛸湧W鳥

貌L鎗射こ遊行したため息岱月旦昌と-3当方をこÅ院したチ神経

学的をこぼ,頚部最下の左半身に魔痛覚低下があり芳また

顔面を含まない右半身の不全麻輝も認め較凍′た.ミエロ

十･.rL･-I.十､うり･-/.:∴(1十 ＼ⅠⅢ ∴､宮巨r十㌦∴､し'-

-C慧間の脊髄硬膜外腔轟と診断されmJ弓鋸ヨ腰痛摘出

術!再jJl十L･F-.項蛾謹書工三'トンバ1川,(iいくiトであ .十.備

後の経過は良好でき患者は息望月乱射ヨ独歩退院Lた甲

トン(､h川･(1t)h.<言 (､1…宜日日:i'‥､+:-'与l亘隼l弓､+､を

指 し予頚部脊髄に兼敏することは稀であり男若干の文献

的考察を加え鞄乍哲する*

A---55ト脊髄 くも膜 の う胞の且例

粧 じ 敬三 砂福多 哀史
L‖ ! 汗■.･申吊 悲 儲 護完宗病院譲

蘭髄 くも膜のう胞は稀な疾患で,その報告も少ないめ

私紫は T摘 まeveiの くも陸のう鞄を経験 したので奪略
守 .Tt.




